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はじめに

奈良県立万葉文化館では、『万葉集』の歌からイメージをふくらませ、ハガキサイ

ズの絵画や書道の作品をご応募いただく、「万葉ギャラリー展」を昨年度より実施し

ております。対象年齢は、未就学のお子様から、小学生・中学生・高校生までの児童

生徒のみなさまです。

児童生徒のみなさまにとって、『万葉集』という作品は日常生活ではあまりなじみ

のないものかと思います。ですが、『万葉集』は1300年以上も前にこの日本の地で

生活していた、私たちの遠い祖先の心の歴史が刻まれている、世界に誇るべき文化遺

産であると考えます。

古典文学、まして和歌は難しい、わからない、と敬遠されてしまいがちですが、歌

を紐といてみると、そこには現代の私たちも共感できる万葉びとたちの心が、たくさ

んつまっています。

本テキストは、「万葉ギャラリー展」のご応募に際してイメージをふくらませてい

ただくための、『万葉集』に関する基礎的な内容を簡潔にご説明しています。また、

絵を描く際の参考となるような資料もあわせてご紹介しています。

古典＝学校の授業で習うもの、というかたくるしい概念はいったん忘れて、万葉び

とたちの「つぶやき」に触れて楽しんでいただきたい。本テキストは、そのようなき

っかけ作りとなることを願って作成いたしました。

保護者のみなさまにおかれましては、本テキストをお子様と一緒にご覧いただき、

『万葉集』を「勉強」ではなく「遊び」の一環として捉えて、当館の「万葉ギャラリ

ー展」へのご応募をぜひご検討いただけましたら幸いです。

制作担当者

奈良県立万葉文化館 主任研究員 大谷 歩
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Ⅰ．『万葉集』ってなんだろう？
まんようしゆう

○『万葉 集 』ってナニ？
まんようしゆう

『万葉 集 』は、いま日本に残
まんようしゆう に ほん のこ

っている中で、いちばん古い歌
なか ふる か

集 （和歌の本）です。
しゆう わ か ほん

およそ飛鳥時代から奈良時代
あすか じ だい な ら じ だい

にかけて、いまから約1300年も
やく ねん

前の人びとが詠んだ歌が、全20
まえ ひと よ うた ぜん

巻に約4500首も 収 録されてい
かん やく しゆ しゆうろく

ます。古い時代の歌がこれだけ
ふる じ だい うた

たくさん残っているのは、世界的 「万葉集（写本）」 奈良県立万葉文化館蔵
のこ せ かいてき

にみてもとても貴 重 なのです！
き ちよう

『万葉 集 』が完成したはっきりとした時期はわかっていませんが、およそ奈良時代
まんようしゆう かんせい じ き な ら じ だい

のおわりころに成立したといわれています。
せいりつ

○どんな歌があるの？
うた

和歌はむずかしい！と思うかもしれませんが、『万葉 集 』の歌の内容はとてもバ
わ か おも まんようしゆう ないよう

ラエティーに富んでいて、いまの 私 たちでも 共 感できるものがたくさんあります。
と わたし きようかん

代 表 的な内容をみてみましょう。
だいひようてき ないよう

・「雑歌」･･･儀式のときの歌など
ぞう か ぎ しき うた

・「相聞」･･･恋の歌など
そうもん こい うた

・「挽歌」･･･死にまつわる歌など
ばん か し うた

この３つが、『万葉 集 』の代表的な分類（三大部立）です。
まんようしゆう ぶんるい さんだい ぶ たて

ほかにも、自然の歌・季節の歌・旅の歌・宴会の歌・有名な伝説を詠んだ歌な
し ぜん うた き せつ うた たび うた えんかい うた ゆうめい でんせつ よ うた

ど、万葉びとたちの喜怒哀楽がたくさんの歌に 表 現されています。
まんよう き ど あいらく うた ひようげん

＊『万葉 集 』の中でも、とくに有名な歌を 紹 介するよ！
まんようしゆう なか ゆうめい うた しようかい

①持統天皇の香具山の歌
じ とうてんのう か ぐ やま うた

春過ぎて 夏来るらし 白たへの 衣干したり 天の香具山（巻1・28番歌）
はる す なつきた ころも ほ あま か ぐ やま まき

【漢字本文】春過而 夏 来 良之 白妙能 衣 乾有 天之香来山
はるすぎ て なつきたる ら し しろたへ の ころもほしたり あま の か ぐ やま

【現代語訳】春が過ぎて夏がやって来たらしい。まっ白な 衣 を干している。天の香
はる す なつ き しろ ころも ほ あま か

具山よ。
ぐ やま

わたしたちと同じことを

感じたり考えたりしていたかも！

奈良県立万葉文化館「万葉集ってなんだろう？」（初級編）
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飛鳥時代の持統天皇の歌です。「香具山」に 衣 が干してある風景をとおして、い
あ すか じ だい じ とうてんのう うた か ぐ やま ころも ほ ふうけい

よいよ夏がやってきたようだというよろこびが詠まれています。
なつ よ

「香具山」は現在の奈良県橿原市にあり、同じく橿原市にある「畝傍山」と「耳成山」
か ぐ やま げんざい な ら けんかしはら し おな かしはら し うね び やま みみなしやま

とあわせて「大和三山」と呼ばれています。「香具山」は、天から降ってきた山と
や まとさんざん よ か ぐ やま てん ふ やま

いう伝説もあるほど、神聖な山とされていました。そのため、香具山にだけ「天の」
でんせつ しんせい やま か ぐ やま あま

というほめ言葉がついています。
こと ば

②山部赤人の富士山の歌
やまべのあかひと ふ じ さん うた

田児の浦ゆ うち出でて見れば 真白にそ 不尽の高嶺に 雪は降りける
た ご うら い み ま しろ ふ じ たか ね ゆき ふ

（巻3・318番歌）
まき

尒【漢字本文】田児之浦従 打出而見者 真 白 衣 不尽能高嶺 雪波零家留
た ご の うら ゆ うちいで て みれ ば ま しろに そ ふ じ の たか ね に ゆき は ふり け る

【現代語訳】田児の浦を通って出て見ると、まっ白に富士山の 頂 に雪が積もって
た ご うら とお で み しろ ふ じ さん いただき ゆき つ

いたことだ。

山部赤人は、奈良時代に活躍した歌人です。赤人は、富士山が太陽も月の 光 も隠
やまべのあかひと な ら じ だい かつやく か じん あかひと ふ じ さん たいよう つき ひかり かく

してしまうほど高く、季節に関係なく雪が降っている様子に感動して、 長 歌を作
たか き せつ かんけい ゆき ふ よう す かんどう ちよう か つく

りました。この歌は、その感動をさらに短歌にして詠んだものです。
うた かんどう たん か よ

富士山の山 頂 に雪が積もっている風景は、万葉びとたちも大好きだった富士山
ふ じ さん さんちよう ゆき つ ふうけい まんよう だい す ふ じ さん

の 姿 なのです。
すがた

※この持統天皇と山部赤人の歌は、「小倉 百 人一首」の中にも登 場 します。
じ とうてんのう やまべのあかひと うた お ぐらひやくにんいつしゆ なか とうじよう

ただし、「小倉 百 人一首」と『万葉 集 』の歌の言葉には、すこし違いがあり
お ぐらひやくにんいつしゆ まんようしゆう うた こと ば ちが

ます。

○どんな歌の 形 があるの？
うた かたち

『万葉 集 』には、短歌・ 長 歌・旋頭歌・仏足石歌のように、さまざまな歌の 形
まんようしゆう たん か ちよう か せ どう か ぶつそくせき か うた かたち

があります。

・短歌･･････５７５７７
たん か

・ 長 歌･･････５７・５７・５７･･･５７７
ちよう か

・旋頭歌･･･５７７５７７
せ どう か

・仏足石歌･･･５７７５７７７
ぶつそくせき か

一番多いのは、３１音で詠まれる短歌です。
いちばんおお おん よ たん か

つぎに多いのは 長 歌です。 長 歌は５・７の句をいくつも続けて、最後は５・７
おお ちよう か ちよう か く つづ さい ご

・７でうたい終わります。『万葉 集 』の特 徴 ともいえる歌の 形 です。
お まんようしゆう とくちよう うた かたち

奈良県立万葉文化館「万葉集ってなんだろう？」（初級編）
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○どんな人が歌を詠んでいるの？
うた よ

天皇、皇族、貴族や下 級 官人、防人（ 九 州 に派遣された東国の兵士たち）、女性、
てんのう こうぞく き ぞく か きゆうかんじん さきもり きゆうしゆう は けん とうごく へい し じよせい

名前の伝わらない人びとの歌まで、はば広い階級の人びとが詠んだ歌が収められて
な まえ つた ひと うた ひと よ うた

います。また、『万葉 集 』の作者の半分以上は、名前の伝わらない人びと（作者未 詳 ）
まんようしゆう ひと さくしや み しよう

の歌です。
うた

☆代 表 的な歌人☆
だいひようてき か じん

飛鳥時代：額田 王 ・持統天皇・ 柿 本 人麻呂・志貴皇子・大来皇女など
あ すか じ だい ぬかたのおおきみ じ とうてんのう かきのもとのひと ま ろ し きの み こ おおくのひめみこ

奈良時代：山部赤人・大 伴 旅人・ 山 上 憶良・ 坂 上 郎女・大 伴 家持など
な ら じ だい やまべのあかひと おおとものたびと やまのうえのおく ら さかのうえのいらつめ おおとものやかもち

この人だけはおぼえておいて！「柿 本人麻呂」さん！！
ひと かきのもとのひと ま ろ

飛鳥時代に活躍した歌人で、長 歌を得意とした人です。歴史書には記録のない人
あ すか じ だい かつやく か じん ちよう か とく い ひと れき し しよ き ろく ひと

ですが、のちの時代には「歌聖」（歌の神様）とされ、和歌の歴史の中でもっとも
じ だい か せい うた かみさま わ か れき し なか

すぐれた歌人として 評 価されます。
か じん ひよう か

東 の 野に 炎 の 立つ見えて かへり見すれば 月傾きぬ（巻1・48番歌）
ひむがし の かぎろひ た み み つきかたぶ まき

【漢字本文】 東 野 炎 立所見而 反 見為者 月西 渡
ひむがしの のにかぎろひの たつ み え て かへり み すれ ば つきかたぶきぬ

【現代語訳】 東 の野に 光 がさしているのが見える。ふりかえって見ると、西の空
ひがし の ひかり み み にし そら

には月がかたむいている。
つき

この歌は、阿騎野（現在の奈良県宇陀市）という場所で、軽 皇子（のちの文武天皇）
うた あ き の げんざい な ら けん う だ し ば しよ かるの み こ もんむてんのう

が狩をした時の歌です。 東 の野の向こうからはかがやく朝日がさしはじめ、反対
かり とき うた ひがし の む あさ ひ はんたい

の西の空には月が沈みかけているという、幻想的な風景です。
にし そら つき しず げんそうてき ふうけい

この歌の「かぎろひ」（太陽）と月は、王の 象 徴 ともいわれています。 軽 皇子
うた たいよう つき おう しようちよう かるの み こ

がりっぱな天皇となるよう、人麻呂はその願いを歌にこめたのかもしれません。
てんのう ひと ま ろ ねが うた

○どんなふうに書かれているの？
か

『万葉 集 』の歌は、すべて漢字で書かれています。当時はひらがなもカタカナ
まんようしゆう うた かん じ か とう じ

もまだなく、外国語の文字だった漢字を使って日本語を書きあらわしました。代
がいこく ご も じ かん じ つか に ほん ご か だい

表 的な例は漢字一文字で一つの音をあらわす「万葉仮名」と呼ばれる使い方です。
ひようてき れい かん じ ひと も じ ひと おと まんよう よ つか かた

また、歌についての 情 報を説明する部分は、すべて漢文で書かれています。
うた じようほう せつめい ぶ ぶん かんぶん か

万葉仮名表（７Ｐ）であそんでみよう♪

ヒミツの暗号みたいだよ！

奈良県立万葉文化館「万葉集ってなんだろう？」（初級編）
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○どんな場所が詠まれているの？
ば しよ よ

もっとも多いのは、飛鳥・奈良時代に 都 があった奈良県の地名を詠んだ歌です
おお あすか な ら じ だい みやこ な ら けん ち めい よ うた

が、全国各地に『万葉 集 』の歌に詠まれた場所があります。
ぜんこくかく ち まんようしゆう うた よ ば しよ

一番北は東北の宮城県、一番 南 は 九 州 の鹿児島県です。
いちばんきた とうほく みや ぎ けん いちばんみなみ きゆうしゆう か ご しまけん

ただし、歌はその場所に行かなくても、つまり想像でも詠むことができるので、地名
うた ば しよ い そうぞう よ ち めい

が詠まれている＝かならずその場所で詠まれた、というわけではありません。
よ ば しよ よ

○どんな 植 物や動物が詠まれているの？
しよくぶつ どうぶつ よ

『万葉 集 』には、たくさんの 植 物や動物が詠まれています。
まんようしゆう しよくぶつ どうぶつ よ

☆代 表 的な 植 物と動物
だいひようてき しよくぶつ どうぶつ

植 物：ハギ・ウメ・モミジ・サクラ・タチバナ など
しよくぶつ

動物：シカ・ウマ（コマ）・ホトトギス・ウグイス・ツル（タズ）
どうぶつ

カエル（カハズ）・セミ・コオロギ など

↑ハギ（萩）→ ↑ウメ（白梅） ←モミジ↑

（写真：万 葉 文化館の万 葉 庭 園／撮影：竹田茂徳・大谷歩〈モミジ下段のみ〉）
まんようぶんかかん まんようていえん

もっとも多く歌に詠まれている 植 物はハギで、シカと取り合わされて詠まれるこ
おお うた よ しよくぶつ と あ よ

ともあります。ハギとシカは、秋を代 表 する 植 物と動物です。
あき だいひよう しよくぶつ どうぶつ

ほかにも、春はウメとウグイス、夏はホトトギスとタチバナなどの取り合わせが好
はる なつ と あ この

まれました。

身近な動物だったと思われる牛や犬は、実は歌にはあまり詠まれません。意外か
み ぢか どうぶつ おも うし いぬ じつ うた よ い がい

もしれませんが、『万葉 集 』の歌に日 常 生活が詠まれることは少ないのです。
まんようしゆう うた にちじようせいかつ よ すく

○『万葉 集 』という名前の意味は？
まんようしゆう な まえ い み

『万葉 集 』という名前の意味は、「たくさん（＝万）の歌（＝葉）を集めた歌 集 」
まんようしゆう な まえ い み うた あつ か しゆう

や、「永遠（万葉＝万代）に伝えられるべき歌 集 」という説などがあります。
えいえん まんよう ばんだい つた か しゆう せつ

オオカミは「大神」と音が同じだから

神聖な動物といわれていたんだよ♪

みんなのお家の近くは

歌に詠まれているかな？

奈良県立万葉文化館「万葉集ってなんだろう？」（初級編）
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Ⅱ．もっと知りたい！古代の世界
し こ だい せ かい

◇万葉びとの衣 裳
まんよう い しよう

奈良県立万葉文化館「万葉・図書 情 報室だより」44号より（絵：西田彩乃氏）
まんよう と しよじようほうしつ

奈良県立万葉文化館「万葉集ってなんだろう？」（初級編）
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◇◆◇万葉びとたちが使った文房具◇◆◇
まんよう つか ぶんぼう ぐ

○木簡（もっかん）
木に文字を書いたものを「木簡」といいます。古代
き も じ か もつかん こ だい

では紙はとても貴 重 だったので、役人たちは木の札
かみ き ちよう やくにん き ふだ

を書類やメモ、荷物の伝 票 のように使っていまし
しよるい に もつ でんぴよう つか

た。漢字ドリルのように、字を練 習 するのにも使
かん じ じ れんしゆう つか

っていたようです。また、和歌や漢詩を書いた木簡
わ か かん し か もつかん

も見つかっています。
み

○小刀・刀子（こがたな・とうす）
木簡に書いた文字を削るのに使います。いらなくな
もつかん か も じ けず つか

った面を小 刀 で削り、 新 しい面に文字を書きます。
めん こ がたな けず あたら めん も じ

古代の遺跡からは、文字が書かれた木簡の削りカスが
こ だい い せき も じ か もつかん けず

たくさん見つかっていて、古代のことをを知るための
み こ だい し

大切な資 料 となっています。
たいせつ し りよう

○すずり・水さし
みず

古代にはボールペンもエンピツもありません。すずり
こ だい

で墨をすって、筆で文字を書いていました。水さしは、
すみ ふで も じ か みず

すずりで墨をするときに水を入れるための道具です。
すみ みず い どう ぐ

◇◆◇万葉びとが熱 中 したゲーム◇◆◇
まんよう ねつちゆう

○双六（すごろく）
長 方形の木製のボードに白黒の石を15個ずつな
ちようほうけい もくせい しろくろ いし こ

らべ、サイコロを交互にふって石をすすめ、はやく相手
こう ご いし あい て

の陣地に石を入れ終えた方が勝ち、というルールです。
じん ち いし い お ほう か

２人対戦用のゲームです。あまりにも熱 中 して役人
たいせんよう ねつちゆう やくにん

が仕事をしないので、持統天皇のときに「すごろく禁止令」が出されました。また、
し ごと じ とうてんのう きん し れい だ

『万葉 集 』にはすごろくの目を詠んだ歌もあります（巻16・3827番歌）。
まんようしゆう め よ うた まき

○蹴鞠・打毬（けまり・うちまり）
蹴鞠は、鹿の皮でつくったボー
け まり しか かわ

ルをけりあげ、地面に落としたグ
じ めん お

ループが負け、というゲームです。
ま

打毬は、先の曲がった棒を使っ
うちまり さき ま ぼう つか

て、地面の毬をゴールに入れるゲームです。馬
じ めん まり うま

に乗る場合もあったようです。今でいうと、ホ
の ば あい いま

ッケーやポロのようなものです。

☆このページの写真は、すべて万葉文化館の一般展示室の展示物です。
しやしん まんようぶん か かん いつぱんてん じ しつ てん じ ぶつ

展示室を探検して、古代の人びとの様子や『万葉集』について調べてみよう！
てん じ しつ たんけん こ だい ひと よう す まんようしゆう しら

奈良県立万葉文化館「万葉集ってなんだろう？」（初級編）



- 7 -

◇◆◇万葉仮名であそんでみよう！◇◆◇
まんよう が な

万葉仮名 表 をみながら、自分の名前や好きな言葉を書いてみよう♪
まんよう が な ひよう じ ぶん な まえ す こと ば か

＊万葉仮名表＊
まんよう が な ひよう

◎古代には「ん」の文字はありませんでした。近い音は「む」といわれています。
こ だい も じ ちか おと

「ん」は「む」におきかえて書いてみてね！
か

※万葉仮名は、１つの音に対して漢字１文字が固定されているのではなく、複数の
まんよう が な おと たい かん じ も じ こ てい ふくすう

漢字があてられます。
かん じ

・たとえば、「あ」は「安」・「阿」・「足」などとも書かれます。
か

※この 表 は、便宜的に使用例の多い文字を１文字だけ選択しています。
ひよう べん ぎ てき し ようれい おお も じ も じ せんたく

※万葉仮名には清音と濁音（が・ざ・だ、など）の書き分けがありますが、清音の文字
まんよう が な せいおん だくおん か わ せいおん も じ

でも濁音に用いる場合もあります。
だくおん もち ば あい

参考：中西進 編『万葉集事典』（講談社文庫）

☆ 挑 戦☆ ぼくのなまえを万葉仮名で書いてみて！
ちようせん まんよう が な か

ぼくのなまえは「オオクチオオカミ」

あれ、「お」ばっかりだ！！

奈良県立万葉文化館「万葉集ってなんだろう？」（初級編）
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ひ比

ふ布
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ぶ扶
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ぼ煩

ま麻
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む武
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も母

や屋

ゆ由

え延

よ与

ら良

り利

る留

れ礼

ろ呂

わ和

ゐ為

ゑ恵

を乎
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Ⅲ．『万葉 集 』をもっと知りたい人へ（参考文献）
まんようしゆう ひと

＊【 】は、奈良県立万葉文化館の万葉図書・情報室の資料番号です。

①『万葉集』のすべての歌が載っている本
・中西進『万葉集 全訳注原文付』１～４（講談社文庫 1978～83年）【Ｍ／ナカニ／1～4】

・小島憲之・木下正俊・東野治之 校訂・訳
新編日本古典文学全集『万葉集』１～４（小学館 1994～96年）【918／シンペ／6～9】
→書き下し文・漢字本文・現代語訳・注釈あり。比較的手に入りやすいものです。

②『万葉集』の代表的な歌が載っている本
・小島憲之・木下正俊・東野治之 校訂・訳
『日本の古典をよむ4 万葉集』（小学館 2008年） 【910.8／ニホン／2】
○コレクション日本歌人選 シリーズ

・梶川信行『額田王と初期万葉歌人』（笠間書院 2012年） 【Ｍ211／カシカ】
・高松寿夫『柿本人麻呂』（笠間書院 2011年） 【Ｍ221／タカマ】
・中嶋真也『大伴旅人』（笠間書院 2012年） 【Ｍ231／ナカシ】

・辰巳正明『山上憶良』（笠間書院 2011年） 【Ｍ232／タツミ】
・小野 寛『大伴家持』（笠間書院 2013年） 【Ｍ241／オノヒ】
・近藤信義『東歌・防人歌』（笠間書院 2012年） 【Ｍ501／コント】
→『万葉集』の代表的な歌や歌人について、現代語訳や解説がついています。

気になる歌や歌人から読んでみるのも良いでしょう。

③文章を読むのは苦手！という人へ
・井上さやか 監修『マンガて楽しむ古典 万葉集』（ナツメ社 2016年）【Ｍ／イノウ】
・上野誠 監修『マンガでわかる万葉集』（池田書店 2019年） 【Ｍ／ウエノ】

→『万葉集』を知らない方でもわかりやすく『万葉集』について知ることができ
ます。入門書としてもオススメです。

④『万葉集』の歌人・地名・動植物・万葉仮名などについて調べたい
・中西進 編『万葉集事典』（講談社文庫 1985年） 【Ｍ／ナカニ／5】

→『万葉集』に載っているすべての人名、地名、動植物や万葉仮名、初句検索な
どもあり、『万葉集』についてのあれこれを調べるのにとても便利な１冊！

⑤簡単に歌を検索したい！
・奈良県立万葉文化館の万葉図書・情報室にある「万葉百科システム」

→パソコンで歌の検索ができます。

☆奈良県立万葉文化館の万葉図書・情報室では、『万葉集』に関する本をたくさん所
蔵しています。『万葉集』について知りたいことがありましたら、ぜひ当館の万葉
図書・情報室をご利用ください。

※当館の万葉図書・情報室は閲覧のみで、図書の貸出は行っておりません。

奈良県立万葉文化館「万葉集ってなんだろう？」（初級編）


